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設定方法 接続方法

本装置をインターネットサービスプロバイダ等のコンピュータネットワーク接続サービス業者経由でインター
ネットに接続したり、本装置またはその他のルータ装置と接続してイントラネットを構築するためには、最初
に設定情報と呼ばれる各種パラメータを本装置に設定します。

設定情報の設定には次の2つの方法があります。

• Webブラウザを使用した設定

• コマンドを使用した設定

いずれの場合も、本装置の使用目的に沿った設定項目を整理してから実際の設定作業を行ってください。
Netscape Navigatar、Internet ExplorerなどのWebブラウザが動作すれば、設定に使用する端末のOSは
問いません。

設定情報

設定情報を本装置に設定するための端末と本装置の接続には、2つの接続方法があります。

設定情報を設定するための接続

10BASE-Tポート経由の接続Webブラウザ

コマンド 10BASE-Tポート経由の接続（telnet）

シリアルポート経由の接続

ネットワークに適した設定項目をまとめ、webブラウザ�
や本装置のコマンドを利用して設定する。�
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この節では、お客様が運用する多くのシステム形態のうち、基本的な例にしたがって設定項
目をまとめています。まとめた内容を具体的に設定する方法は、「具体的な設定方法
（☛P146）」を参照してください。
次の13ケースについて説明しています。

設定Ａ インターネットダイヤルアップ端末型接続
設定Ｂ ダイヤルアップ対向1対1接続（WAN Unnumbered）
設定Ｃ ダイヤルアップ複数相手接続（WAN Numbered）
設定Ｄ ダイヤルアップ複数相手同時2箇所接続（WAN Numbered）
設定Ｅ インターネット・複数イントラネット同時接続
設定Ｆ PIAFS/TA接続（アクセスサーバ）
設定Ｇ インターネット専用線接続（OCNエコノミーなど）<NAT on>
設定Ｈ インターネット専用線接続（OCNエコノミーなど）<NAT off>
設定Ｉ 専用線対向接続（WAN Unnumbered）
設定Ｊ 専用線対向接続（WAN Ｎumbered）
設定Ｋ フレームリレー接続（WAN Unnumbered、InverseARP使用、スタティッ

クルート）
設定L モデム接続

●本装置は、初期導入の場合でもWAN回線から設定を行えるように、接続相手を制限しない（全ての相手からの着信を許

可する）設定になっています。

●接続相手を制限するには、コマンドより「isdn dialcheck=on」（コンフィグレーションモード）と設定します。コマン

ドの使い方については、P39を参照してください。

Webブラウザを使用して設定する場合は、自動で接続相手を制限する設定になります。

●各設定で使用している設定値は一例です。実際に設定する場合は、お客様のネットワーク環境に合わせた値を設定してく

ださい。

お知らせ
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専用線対向接続（WAN Unnumbered）

設定I（☛P200）
専用線接続

専用線対向接続（WAN Numbered）

設定J（☛P205）

フレームリレー
フレームリレー接続（WAN Unnumbered、
InverseARP使用、スタティックルート）

設定K（☛P210）

PIAFS/TA
PIAFS/TA接続（アクセスサーバ）

設定F（☛P183）

モデム
モデム接続

設定L（☛P216）

お客様のご使用目的ごとに利用ケースを切り分けています。次のチャートに従ってご確認ください。具体的な
設定項目は、P146～220を参照してください。

スタート
インターネット

接続
インターネットダイヤルアップ端末型接続

設定A（☛P146）
ISDN接続

利用ケースの切り分け

イントラネット
構築

ISDN接続

インターネット・
イントラネット同時接続

インターネット・複数イントラネット同時接続

設定E（☛P173）

インターネット専用線接続
（OCNエコノミーなど）<NAT on>

設定G（☛P192）

専用線接続

インターネット専用線接続
（OCNエコノミーなど）<NAT off>

設定H（☛P196）

ダイヤルアップ対向1対1接続
（WAN Unnumbered）

設定B（☛P149）

ダイヤルアップ複数相手接続
（WAN Numbered）

設定C（☛P156）

ダイヤルアップ複数相手同時2箇所接続
（WAN Numbered）

設定D（☛P164）



146

ルータ機能を
使う4 具体的な設定方法

プロバイダとISDNダイヤルアツプ端末型の契約をしているときやOCNダイヤルアクセスサービスを利用する
ときの設定について説明します。
ここでは、NAT+機能を使い、ダイヤルアップ端末型で複数台の端末を同時にインターネット接続する方法を
例にしています。
Webブラウザからの設定では、簡単設定だけで操作が完了します。

インターネットダイヤルアップ端末型接続

インターネット�

プロバイダ�

A�
192.168.1.2

A～D�
複数端末同時接続�

B�
192.168.1.3

C�
192.168.1.4

D�
192.168.1.5

03-1234-xxxx

(アクセスポイント)

ISDN 1B

MUCHO�
192.168.1.1

〈設定データの例〉

分類 画面名 設定項目 設定例

簡単設定 ISDNダイヤルアップ接続の登
録変更

アクセスポイント 03-1234-xxxx

認証（接続）ID marry

認証（接続）パスワード xyz-123

設定A
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ルータの［簡単設定］をクリックします。1
［ISDNダイヤルアップ接続］をクリックしま
す。

2
ISDN回線の設定をします。
プロバイダにISDN接続するときに使用するアクセスポイント、

認証（接続）ID、認証（接続）パスワードを下記のように入力し

ます。

3

設定が終わったら、［送信］をクリックします。設定内容が本装

置に送信され、確認画面が表示されます。［OK］をクリックしま

す。

トラフィックを分散（MP）するときは、「ISDN回線の接続につ

いて」を参照してください。（☛P221）

設定内容を有効にするには、本装置のリセッ
トが必要です。［リセット］をクリックしま
す。
［リセット］画面が表示されます。

4

［装置をリセットする］をクリックします。
本装置が再起動し、設定内容が有効になります。

プロバイダから通知されているDNSアドレスをパソコンに設定

してください。または本装置のDHCPサーバ機能で通知するよう

にしてください。DHCPサーバ機能は、「便利な設定」の

「DHCPサーバ機能」で設定してください。（☛P227）

5

＜Webブラウザ操作＞

●手順1のあとに、ユーザIDとパスワード

の入力画面が表示されることがありま

す。

ユーザIDとパスワードを入力してくださ

い。（☛P37）

●ISDNインターネットダイヤルアップ端

末型接続では、DHCP機能がON、NAT+

機能がON、接続先がデフォルトルート

にあらかじめ設定されています。

お知らせ
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＜コマンド操作＞

認証アカウント、認証パスワードの設定
（hostnameコマンド）
「認証アカウント（marry）」、「認証パスワード（xyz-123）」を

「hostname」コマンドで入力します。

［add 1］は、設定項目を1エントリー目へ登録することを意味し

ます。この入力により「PPP認証（使用する）」も登録されます。

2

conf#hostname add 1 default=marry password=xyz－123

コンフィグレーションモードに移行します。
（☛P39）

1
#conf

Configuration password:

conf#

接続相手のターゲット名称、ISDN番号の設
定(targetコマンド)
「接続相手のターゲット名称（dialup-easysetting）」、「接続相

手のISDN番号（031234xxxx）」を「target」コマンドで入力

します。

［add］は、設定項目を登録することを意味します。

［host=default］は、先に登録した「認証アカウント（marry）」

を「接続相手のターゲット名称（dialup-easysetting）」と結び

付けます。

3

conf#target add name=dialup-easysetting dial=031234xxxx host=default

conf#target add name=dialup-easysettingls dial=031234xxxx host=default

conf#nat natp if=isdn1

トラフィック分散する場合は、「接続相手のターゲット名称

（dialup-easysetting）」に［ls］を付加した内容のエントリーの

入力も必要です。

設定を保存します。（☛P42）5
conf#exit

Configuration modified. save ok? (y/n):y

please reset#

Do you want to continue (y/n)?:y

NAT＋機能の設定（natコマンド）
NAT+機能を「使用する」ために「nat natp」を入力します。

4
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2台の本装置をISDN回線を使って1対1（point-to-point）に接続するときの設定について説明します。2台
の本装置の設定が必要になります。ここではMUCHO-Aの設定を例にします。相手認証には、ISDN発信者番
号通知を使用しています。

ダイヤルアップ対向1対1接続

ISDN

tokyo�
03-1234-xxxx

point-to-point(1対1)

tokyoサイト�
192.168.10.0

osakaサイト�
192.168.20.0

MUCHO-A

WAN Unnumbered

osaka�
06-1234-yyyy

MUCHO-B

192.168.10.1 192.168.20.1

〈設定データの例〉

設定B

分類 画面名 設定項目 設定例

便利な設定 ISDN回線の接続について

ISDN回線接続先の登録

現在の形態 同時１箇所接続

詳細設定 インタフェースの設定 LANインタ
フェース

インタフェースアドレス 192.168.10.1

WAN#1イン
タフェース

インタフェースタイプ

相手インタフェースアドレス
相手インタフェースサブネッ
トマスク

ポイントツーポイント

192.168.20.1
255.255.255.0

インタフェースサブネットマスク 255.255.255.0

接続方法

自局電話番号

自局サブアドレス

着信時の発信者番号チェック

着信時のPPP認証

相手の電話番号

相手のサブアドレス

相手認証用のID
登録電話番号を□桁飛ばして着番号チェック
する

自動接続

03-1234-xxxx

なし

する

しない

06-1234-yyyy

IP RIPスタティック 通信先の指定

中継先の指定

IPアドレス

サブネットマスク

IPアドレス

メトリック

プリファレンス

192.168.20.0

255.255.255.0

192.168.20.1

2

50

なし

osaka
0
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ルータの［便利な設定］をクリックします。1
［ISDN回線の接続について］をクリックしま
す。

2
ISDN回線の設定をします。
［現在の形態：同時1箇所接続］が表示されているかどうか確認し

てください。トラフィック分散する場合は、［自動MP接続］をク

リックします。接続方法・自局電話番号などを下記のように入力

します。

3

設定が終わったら、［送信］ボタンをクリックします。設定内容

が本装置に送信され、確認画面が表示されます。［OK］ボタンを

クリックします。

ルータの便利な設定から［ISDN回線接続先
の登録］をクリックします。

4

＜Webブラウザ操作＞

手順1のあとに、ユーザIDとパスワードの

入力画面が表示されることがあります。

ユーザIDとパスワードを入力してくださ

い。（☛P37）

お知らせ
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ルータの便利な設定から［IP RIP スタ
ティック］をクリックします。

8

ルータの便利な設定から［NAT＋機能］をク
リックします。

6
NAT＋機能をOFFにします。7

設定が終わったら、［送信］をクリックします。設定内容が本装置

に送信され、確認画面が表示されます。［OK］をクリックします。

設定が終わったら、［送信］をクリックします。設定内容が本装置

に送信され、確認画面が表示されます。［OK］をクリックします。

接続先を登録します。
［新規登録］をクリックします。

接続先のISDN電話番号などを下記のように入力します。

5

〈次ページへ続く〉
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ルート情報を設定します。
［新規登録］をクリックします。

宛先アドレス・宛先サブネットマスクなどを下記のように入力し

ます。

9

設定が終わったら、［送信］をクリックします。設定内容が本装置

に送信され、確認画面が表示されます。［OK］をクリックします。

すでに登録されているエントリがある場合は削除してください。

設定が終わったら、［送信］をクリックします。設定内容が本装置

に送信され、確認画面が表示されます。［OK］をクリックします。

ルータの［詳細設定］をクリックします。10
［インタフェースの設定］をクリックします。11
LANインタフェースを設定します。12

WAN#1を設定します。
［ポイントツーポイント］をクリックし、相手インタフェースア

ドレス、相手インタフェースサブネットマスクを下記のように入

力します。

13
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〈次ページへ続く〉

設定内容を有効にするには、本装置のリセッ
トが必要です。［リセット］をクリックしま
す。
「リセット」画面が表示されます。

14

［装置をリセットする］をクリックします。
本装置が再起動し、設定内容が有効になります。MUCHO-Bにも

同様の設定を行ってください。

15

＜コマンド操作＞

WAN回線の選択（wanコマンド）
「WAN回線の選択（ISDN回線）」を設定するため「wan isdn」

を入力します。

この入力により「トラフィック分散（しない）」も設定されます。

トラフィック分散する場合は、「wan lse」と入力します。

2

conf#wan isdn

接続相手のターゲット名称、ISDN番号、着
信認証方法、パスワードの設定（targetコマ
ンド）
「接続相手のターゲット名称（osaka）」、「接続相手のISDN番号

（061234yyyy）」を「target」コマンドで入力します。

［add］は、設定項目を登録することを意味します。

3

conf#target add name=osaka dial=061234yyyy

コンフィグレーションモードに移行します。
（☛P39）

1
#conf

Configuration password:

conf#
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自局のISDN番号、サブアドレスの設定
（isdnコマンド）
「自局のISDN番号（031234xxxx）」、「自局のサブアドレス

（なし）」を「isdn」コマンドで入力します。

［-1］は対象のISDN B1回線の指定を意味します。

［target=osaka］は先に登録した「接続相手のターゲット名称

（osaka）」とB1回線を結び付けます。

4

conf#isdn multimode=on dialcheck=on －1 dial=031234xxxx

target=osaka

LANのIPアドレス、サブネットマスクパター
ンの設定（interfaceコマンド）
「LANのIPアドレス（192.168.10.1）」、「LANのサブネット

マスクパターン（255.255.255.0）」を「interface」コマン

ドで入力します。

［lan］はLANインタフェースの指定を意味します。

5

conf#interface lan addr=192.168.10.1,255.255.255.0

トラフィック分散する場合は、B2回線の設定も行います。

conf#isdn －2 dial=031234xxxx

ISDN回線の接続先IPアドレス、ネットマス
クの設定（interfaceコマンド）
ISDN回線インタフェースの「接続先IPアドレス（192.168.20.1）」

「接続先ネットマスク（255.255.255.0）」を「interface」コ

マンドで入力します。

［isdn1］はISDN B1回線インタフェースの指定を意味します。

6

conf#interface isdn1 remote=192.168.20.1, 255.255.255.0
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conf# ipripstatic delete all

アドレス変換の設定（natコマンド）
「アドレス変換設定（NAT+（plus）機能）」を「使用しない」ために

「nat off」を入力します。

8
conf#nat off

ルート情報の設定（ipripstaticコマンド）
設定する前にいったんスタティックテーブルの全エントリーを削

除します。

「ルート情報設定（スタティックルートの登録（宛先アドレス：

192.168.20.0、宛先サブネットマスク：255.255.255.0、

Nexthop：192.168.20.1））」を「ipripstatic」コマンドで入

力します。

［add］は、設定項目を登録することを意味します。

7

conf# ipripstatic add dst=192.168.20.0, 255.255.255.0

nexthop=192.168.20.1

設定を保存します。（☛P42）9
conf#exit

Configuration modified. save ok? (y/n):y

please reset#

Do you want to continue (y/n)?:y

MUCHO-Bも同様の設定を行ってください。



156

ルータ機能を
使う4 具体的な設定方法

接続相手を複数登録し、データの宛先により自動的に接続相手を選んで接続する設定について説明します。接
続相手は20箇所まで登録することができます。ここではMUCHO-Aの設定を例にしています。

ダイヤルアップ複数相手接続

ISDN

192.168.20.1�
255.255.255.0

192.168.30.1�
255.255.255.0

MUCHO-C�
052-123-zzzz

MUCHO-B�
06-1234-yyyy

MUCHO-A�
03-1234-xxxx

192.168.10.1�
255.255.255.0①�

②�

③� ①192.168.100.1/255.255.255.0�
②192.168.100.2/255.255.255.0�
③192.168.100.3/255.255.255.0

WAN Numbered

＜設定データの例＞

設定C

分類 画面名 設定項目 設定例

便利な設定 ISDN回線の接続について 現在の形態 同時１箇所接続

ISDN回線接続先の登録
（1件目の例）

相手の電話番号

相手のサブアドレス

相手認証用のID
next gatewayとして接続する時の回線イン
タフェース

06-1234-yyyy

ISDN回線接続先の登録
（2件目の例）

相手の電話番号

相手のサブアドレス

相手認証用のID
next gatewayとして接続する時の回線イン
タフェース
登録電話番号を□桁飛ばして着番号チェック
する

052-123-zzzz

なし

nagoya
ISDN#1

0

なし

osaka
ISDN#1

登録電話番号を□桁飛ばして着番号チェック
する

0

接続方法 自動接続

自局電話番号 03-1234-xxxx

自局サブアドレス

着信時の発信者番号チェック

着信時のPPP認証

なし

する

しない

〈次ページへ続く〉
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分類 画面名 設定項目

IPアドレス

設定例

便利な設定 IP RIPスタティック
（1件目の例）

通信先の指定 192.168.20.0

サブネットマスク 255.255.255.0

IPアドレス

接続相手の指定

メトリック

プリファレンス

中継先の指定 192.168.100.2

osaka

2

50

インタフェースアドレス
インタフェースサブネット
マスク

詳細設定 インタフェースの設定 LANインタ
フェース

192.168.10.1

インタフェースタイプ

インタフェースアドレス
インタフェースサブネット
マスク

WAN#1イン
タフェース

ブロードキャスト

192.168.100.1
255.255.255.0

255.255.255.0

IPアドレス

サブネットマスク

IPアドレス

接続相手の指定

メトリック

プリファレンス

IP RIPスタティック
（2件目の例）

通信先の指定

中継先の指定

192.168.30.0

255.255.255.0

192.168.100.3

nagoya

2

50
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＜Webブラウザ操作＞

ルータの［便利な設定］をクリックします。1
［ISDN回線の接続について］をクリックしま
す。

2
ISDN回線を設定します。
［現在の形態：同時1箇所接続］が表示されているかどうか確認し

てください。

トラフィック分散する場合は、［自動MP接続］をクリックします。

接続方法、自局電話番号などを下記のように入力します。

3

設定が終わったら、［送信］をクリックします。設定内容が本装

置に送信され、確認画面が表示されます。［OK］をクリックしま

す。

ルータの便利な設定から［ISDN回線接続先
の登録］をクリックします。

4

手順1のあとに、ユーザIDとパスワードの

入力画面が表示されることがあります。

ユーザIDとパスワードを入力してくださ

い。（☛P37）

お知らせ
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4

〈次ページへ続く〉

ルータの便利な設定から［NAT＋機能］をク
リックします。

6

設定が終わったら、［送信］をクリックします。設定内容が本装

置に送信され、確認画面が表示されます。［OK］をクリックしま

す。

接続先を登録します。
［新規登録］をクリックします。

接続先のISDN電話番号などを下記のように入力します。この例

では2件登録しています。2件登録するときは、手順4～5を繰り

返してください。

5
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設定が終わったら、［送信］をクリックします。設定内容が本装置

に送信され、確認画面が表示されます。［OK］をクリックします。

すでに登録されているエントリがある場合は削除してください。

接続相手とルート情報を設定します。
［新規登録］をクリックします。

宛先アドレス、宛先サブネットマスクとルート情報を下記のよう

に入力します。この例では2件登録しています。

9

ルータの［詳細設定］をクリックします。10

NAT＋機能をOFFにします。7

ルータの便利な設定から［IP RIP スタ
ティック］をクリックします。

8

設定が終わったら、［送信］をクリックします。設定内容が本装

置に送信され、確認画面が表示されます。［OK］をクリックしま

す。
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4

［インタフェースの設定］をクリックします。11
LANインタフェースを設定します。12

WAN#1を設定します。
［ブロードキャスト］をクリックし、IPアドレス、サブネットマ

スクパターンを下記のように入力します。

13

設定内容を有効にするには、本装置のリセッ
トが必要です。［リセット］をクリックしま
す。
「リセット」画面が表示されます。

14

［装置をリセットする］をクリックします。
本装置が再起動し、設定内容が有効になります。MUCHO-B、

MUCHO-Cにも同様の設定を行ってください。

15

設定が終わったら、［送信］をクリックします。設定内容が本装

置に送信され、確認画面が表示されます。［OK］をクリックしま

す。



conf#wan isdn

WAN回線の選択（wanコマンド）
「WAN回線の選択（ISDN回線）」を設定するため「wan isdn」

を入力します。

2
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conf#target add name=osaka dial=061234yyyy

conf#target add name=nagoya dial=052123zzzz

接続相手のターゲット名称、ISDN番号の設
定（targetコマンド）
「接続相手のターゲット名称（osaka、nagoya）」、「接続相手の

ISDN番号（06-1234-yyyy、052-123-zzzz）」を「target」

コマンドで入力します。

［add］は、設定項目を登録することを意味します。

3

conf#isdn multimode=on －1 dial=031234xxxx target=osaka

自局のISDN番号、サブアドレス、複数相手
接続の設定（isdnコマンド）
「自局のISDN番号（031234xxxx）」、「自局のサブアドレス

（なし）」、「自局の複数相手接続を使用する」を「isdn」コマンド

で入力します。

［-1］は対象のISDN B1回線の指定を意味します。

［target=osaka］は先に登録した「接続相手のターゲット名称

（osaka）」とB1回線を結び付けます。

4

conf#interface lan addr=192.168.10.1,255.255.255.0

LANのIPアドレス、サブネットマスクパター
ンの設定（interfaceコマンド）
「LANのIPアドレス（192.168.10.1）」、「LANのサブネット

マスクパターン（255.255.255.0）」を「interface」コマン

ドで入力します。

［lan］はLANインタフェースの指定を意味します。

5

＜コマンド操作＞

コンフィグレーションモードに移行します。
（☛P39）

1
#conf

Configuration password:

conf#


